
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
読取り対象の紙葉類を載置しかつ透明な部材からなる原稿台と、前記原稿台に対して平行
に移動しかつ前記紙葉類からの反射光を受光して前記紙葉類に描画された内容を読取る読
取りユニットとを筐体内に収容してなる画像読取装置であって、前記読取りユニットを保
持する保持部材と、前記筐体の底部に配設されかつ前記読取りユニットの移動を案内する
案内レールと、前記案内レールに沿って前記読取りユニットを移動させる移動部材と、前
記保持部材を前記移動部材に回動自在に連結する連結部材と、前記移動部材に配設されか
つ前記連結部材を前記原稿台の前記紙葉類の搭載面に対して略垂直方向に移動自在とする
移動用溝と、前記読取りユニットの移動方向の前後の位置で互いに予め設定された所定間
隔となるよう前記保持部材に配設されかつ前記原稿台に当接する第１及び第２の当接部材
と、前記読取りユニットの移動方向の前後の位置で互いに予め設定された所定間隔となる
よう前記移動部材に配設されかつ前記筐体の底面及び前記案内レールのうちの一方に当接
する第３及び第４の当接部材と、前記第１の当接部材を前記原稿台に押圧しかつ前記第３
の当接部材を前記筐体の底面及び前記案内レールのうちの一方に押圧する第１の付勢部材
と、前記第２の当接部材を前記原稿台に押圧しかつ前記第４の当接部材を前記筐体の底面
及び前記案内レールのうちの一方に押圧する第２の付勢部材とを有することを特徴とする
画像読取装置。
【請求項２】
前記移動部材を牽引するための牽引ワイヤと、前記牽引ワイヤを前記読取りユニットの移
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動方向に引張ることで前記移動部材を移動する駆動手段とを含むことを特徴とする請求項
１記載の画像読取装置。
【請求項３】
前記第１及び第２の当接部材は、前記原稿台の当接面を滑らかに移動するよう高摺動性を
備え、
前記第３及び第４の当接部材は、前記筐体の底面及び前記案内レールのうちの一方の当接
面を滑らかに移動するよう高摺動性を備えていることを特徴とする請求項１または請求項
２記載の画像読取装置。
【請求項４】
読取り対象の紙葉類を載置しかつ透明な部材からなる原稿台と、前記原稿台に対して平行
に移動しかつ前記紙葉類からの反射光を受光して前記紙葉類に描画された内容を読取る読
取りユニットとを筐体内に収容してなる画像読取装置であって、前記読取りユニットの両
端部を夫々保持する第１及び第２の保持部材と、前記筐体の底部に互いに平行に配設され
かつ前記読取りユニットの移動を案内する第１及び第２の案内レールと、前記読取りユニ
ットの両端部各々に対応して配設されかつ前記第１及び第２の案内レールに沿って前記読
取りユニットを移動させる第１及び第２の移動部材と、前記第１及び第２の保持部材各々
を前記第１及び第２の移動部材に回動自在に連結する第１及び第２の連結部材と、前記第
１及び第２の移動部材各々に配設されかつ前記第１及び第２の連結部材を前記原稿台の前
記紙葉類の搭載面に対して略垂直方向に移動自在とする第１及び第２の移動用溝と、前記
読取りユニットの移動方向の前後の位置で互いに予め設定された所定間隔となるよう前記
第１の保持部材に配設されかつ前記原稿台に当接する第１及び第２の当接部材と、前記読
取りユニットの移動方向の前後の位置で互いに予め設定された所定間隔となるよう前記第
２の保持部材に配設されかつ前記原稿台に当接する第３及び第４の当接部材と、前記読取
りユニットの移動方向の前後の位置で互いに予め設定された所定間隔となるよう前記第１
の移動部材に配設されかつ前記筐体の底面及び前記案内レールのうちの一方に当接する第
５及び第６の当接部材と、前記読取りユニットの移動方向の前後の位置で互いに予め設定
された所定間隔となるよう前記第２の移動部材に配設されかつ前記第５及び第６の当接部
材と同じ当接面に当接する第７及び第８の当接部材と、前記第１及び第３の当接部材を前
記原稿台に押圧しかつ前記第５及び第７の当接部材を前記筐体の底面及び前記案内レール
のうちの一方に押圧する第１及び第２の付勢部材と、前記第２及び第４の当接部材を前記
原稿台に押圧しかつ前記第６及び第８の当接部材を前記筐体の底面及び前記案内レールの
うちの一方に押圧する第３及び第４の付勢部材とを有することを特徴とする画像読取装置
。
【請求項５】
前記第１及び第２の移動部材を牽引するための第１及び第２の牽引ワイヤと、前記第１及
び第２の牽引ワイヤを前記読取りユニットの移動方向に引張ることで前記第１及び第２の
移動部材を移動する第１及び第２の駆動手段とを含むことを特徴とする請求項４記載の画
像読取装置。
【請求項６】
前記第１乃至第４の当接部材は、前記原稿台の当接面を滑らかに移動するよう高摺動性を
備え、
前記第５乃至第８の当接部材は、前記筐体の底面及び前記案内レールのうちの一方の当接
面を滑らかに移動するよう高摺動性を備えていることを特徴とする請求項４または請求項
５記載の画像読取装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は画像読取装置に関し、特にファクシミリ装置等に用いられる原稿固定型読取装置
の移動ユニットの構成に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
従来、この種の原稿固定型読取装置においては、原稿台（ガラス板等）上に載置した原稿
からの反射光を受光して原稿に描画された内容（文字や記号、あるいはイメージ等）を読
取る読取りユニットが一定速度で副走査方向に移動しながら、その内部に搭載した光源か
らの照射光を原稿面に照射している。
【０００３】
この場合、一定速度で移動する読取りユニットは原稿までの距離が一定に保たれている。
したがって、原稿は原稿台上に載置可能であれば、部厚い原稿や本等であってもその描画
内容を直接読取ることが可能であり、この点が特徴となっている。
【０００４】
上記の原稿固定型読取装置においては、図５に示すように、読取りユニット１１と、原稿
１３を載置するための原稿台１２と、読取りユニット１１の両端部を夫々保持するキャリ
ッジ３１ａ，３１ｂ（キャリッジ３１ｂは図示せず）と、キャリッジ３１ａ，３１ｂを牽
引するための牽引ワイヤ８ａ，８ｂ（牽引ワイヤ８ｂは図示せず）と、牽引ワイヤ８ａ，
８ｂを読取りユニット１１の移動方向に引張る駆動プーリ９ａ～９ｄ（駆動プーリ９ｃ，
９ｄは図示せず）と、読取りユニット１１を案内する案内レール３３ａ，３３ｂ（案内レ
ール３３ｂは図示せず）と、案内レール３３ａ，３３ｂ上において読取りユニット１１を
滑らかに移動させるための高摺動部材３２ａ～３２ｄ（高摺動部材３２ｃ，３２ｄは図示
せず）とから構成されている。
【０００５】
原稿台１２には読取りユニット１１に内蔵される光源（図示せず）から照射光を透過する
ためにガラス等の透明な材料が用いられている。読取りユニット１１は駆動プーリ９ａ～
９ｄが回転することで牽引ワイヤ８ａ，８ｂが移動方向に引張られ、キャリッジ３１ａ，
３１ｂが案内レール３３ａ，３３ｂ上を高摺動部材３２ａ～３２ｄで滑らかに移動するこ
とで副走査方向（矢印Ｘの方向）に移動する。
【０００６】
読取りユニット１１が副走査方向に移動するのと同時に、図７に示すように、光源１１ｂ
から照射光が原稿１３に照射される。読取りユニット１１の読取り素子１１ａの主走査方
向は原稿１３の読取り面に対して垂直な方向（読取り目線ｄの軸方向）である。読取りユ
ニット１１の移動中に読取り素子１１ａからの信号、つまり原稿１３で反射した反射光を
電気信号に変換した信号を順次読出しながら原稿１３を副走査方向にスキャンすることで
、原稿１３の読取り面の全面の読出しを行っている。
【０００７】
また、他の原稿固定型読取装置としては、図６に示すように、読取りユニット１１と、原
稿１３を載置するための原稿台１２と、読取りユニット１１を保持するキャリッジ４１と
、キャリッジ４１を牽引するための牽引ワイヤ８ａと、牽引ワイヤ８ａを読取りユニット
１１の移動方向に引張る駆動プーリ９ａ，９ｂと、読取りユニット１１を案内する案内レ
ール４２と、案内レール４２に沿って読取りユニット１１を案内するためのスライド軸受
け４３とから構成されている。
【０００８】
この場合、スライド軸受け４３にはスライドキャリッジ４５が取付けられており、スライ
ドキャリッジ４５は支点４６でキャリッジ４１の一端を軸支するとともに、キャリッジ４
１の他端に設けたガイドローラ４７をスプリング４４によって原稿台１２の裏面側に当接
させている。このように構成することによって、読取りユニット１１と原稿１３との間の
光路長を一定に保っている。この構成については、特開昭６２－６９７７１号公報に開示
されている。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
上述した従来の原稿固定型読取装置では、原稿が部厚い原稿や本等の場合に原稿台が原稿
の重みでたわんだり、あるいは駆動系からの振動や読取りユニットの移動中に振動が生じ
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たりした時にそれらが原因で読取り目線がぶれてしまうことがある。読取り目線がぶれる
と、原稿から読取った画像の解像度が低下したり、ワウフラッタ（副走査方向の読取りポ
イントの精度）が悪化したりする。
【００１０】
一方、読取りユニットを保持するキャリッジの一端を軸支し、キャリッジの他端に設けた
ガイドローラをスプリングによって原稿台の裏面側に当接させる構成では、読取りユニッ
トと原稿との間の光路長を一定に保つことができるので、原稿が部厚い原稿や本等の場合
に原稿台が原稿の重みでたわんでもそれに対応することができる。
【００１１】
しかしながら、キャリッジの一端を軸支する支点が読取り目線から離れた位置にあるため
、読取りユニットが原稿台の端面側に移動すると、原稿に対して読取り目線が垂直でなく
なり、結果的に解像度が悪化する。
【００１２】
また、この構成では駆動プーリからの振動が支点に伝達されるため、ワウフラッタを改善
することはできず、さらに支点と原稿台との間を常に平行に保たなければならないので、
案内レールの取付け精度を高くしなければならない。
【００１３】
そこで、本発明の目的は上記の問題点を解消し、組立て精度を高くすることなく、解像度
の低下や振動によるワウフラッタの悪化を防止することができる画像読取装置を提供する
ことにある。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
本発明による画像読取装置は、読取り対象の紙葉類を載置しかつ透明な部材からなる原稿
台と、前記原稿台に対して平行に移動しかつ前記紙葉類からの反射光を受光して前記紙葉
類に描画された内容を読取る読取りユニットとを筐体内に収容してなる画像読取装置であ
って、前記読取りユニットを保持する保持部材と、前記筐体の底部に配設されかつ前記読
取りユニットの移動を案内する案内レールと、前記案内レールに沿って前記読取りユニッ
トを移動させる移動部材と、前記保持部材を前記移動部材に回動自在に連結する連結部材
と、前記移動部材に配設されかつ前記連結部材を前記原稿台の前記紙葉類の搭載面に対し
て略垂直方向に移動自在とする移動用溝と、前記読取りユニットの移動方向の前後の位置
で互いに予め設定された所定間隔となるよう前記保持部材に配設されかつ前記原稿台に当
接する第１及び第２の当接部材と、前記読取りユニットの移動方向の前後の位置で互いに
予め設定された所定間隔となるよう前記移動部材に配設されかつ前記筐体の底面及び前記
案内レールのうちの一方に当接する第３及び第４の当接部材と、前記第１の当接部材を前
記原稿台に押圧しかつ前記第３の当接部材を前記筐体の底面及び前記案内レールのうちの
一方に押圧する第１の付勢部材と、前記第２の当接部材を前記原稿台に押圧しかつ前記第
４の当接部材を前記筐体の底面及び前記案内レールのうちの一方に押圧する第２の付勢部
材とを備えている。
【００１５】
本発明による他の画像読取装置は、上記の構成のほかに、前記移動部材を牽引するための
牽引ワイヤと、前記牽引ワイヤを前記読取りユニットの移動方向に引張ることで前記移動
部材を移動する駆動手段とを具備している。
【００１６】
本発明による別の画像読取装置は、読取り対象の紙葉類を載置しかつ透明な部材からなる
原稿台と、前記原稿台に対して平行に移動しかつ前記紙葉類からの反射光を受光して前記
紙葉類に描画された内容を読取る読取りユニットとを筐体内に収容してなる画像読取装置
であって、前記読取りユニットの両端部を夫々保持する第１及び第２の保持部材と、前記
筐体の底部に互いに平行に配設されかつ前記読取りユニットの移動を案内する第１及び第
２の案内レールと、前記読取りユニットの両端部各々に対応して配設されかつ前記第１及
び第２の案内レールに沿って前記読取りユニットを移動させる第１及び第２の移動部材と
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、前記第１及び第２の保持部材各々を前記第１及び第２の移動部材に回動自在に連結する
第１及び第２の連結部材と、前記第１及び第２の移動部材各々に配設されかつ前記第１及
び第２の連結部材を前記原稿台の前記紙葉類の搭載面に対して略垂直方向に移動自在とす
る第１及び第２の移動用溝と、前記読取りユニットの移動方向の前後の位置で互いに予め
設定された所定間隔となるよう前記第１の保持部材に配設されかつ前記原稿台に当接する
第１及び第２の当接部材と、前記読取りユニットの移動方向の前後の位置で互いに予め設
定された所定間隔となるよう前記第２の保持部材に配設されかつ前記原稿台に当接する第
３及び第４の当接部材と、前記読取りユニットの移動方向の前後の位置で互いに予め設定
された所定間隔となるよう前記第１の移動部材に配設されかつ前記筐体の底面及び前記案
内レールのうちの一方に当接する第５及び第６の当接部材と、前記読取りユニットの移動
方向の前後の位置で互いに予め設定された所定間隔となるよう前記第２の移動部材に配設
されかつ前記第５及び第６の当接部材と同じ当接面に当接する第７及び第８の当接部材と
、前記第１及び第３の当接部材を前記原稿台に押圧しかつ前記第５及び第７の当接部材を
前記筐体の底面及び前記案内レールのうちの一方に押圧する第１及び第２の付勢部材と、
前記第２及び第４の当接部材を前記原稿台に押圧しかつ前記第６及び第８の当接部材を前
記筐体の底面及び前記案内レールのうちの一方に押圧する第３及び第４の付勢部材とを備
えている。
【００１７】
本発明によるさらに別の画像読取装置は、前記第１及び第２の移動部材を牽引するための
第１及び第２の牽引ワイヤと、前記第１及び第２の牽引ワイヤを前記読取りユニットの移
動方向に引張ることで前記第１及び第２の移動部材を移動する第１及び第２の駆動手段と
を具備している。
【００１８】
すなわち、本発明の画像読取装置は、読取りユニットを保持しかつ移動するキャリッジを
上部キャリッジ及び下部キャリッジに分割し、これら上部キャリッジ及び下部キャリッジ
各々に所定の間隔となるように２つずつの当接点、つまり原稿台と筐体の底面または案内
レールとに夫々当接する接点を設け、上部キャリッジの２つの当接点が原稿台を押圧しか
つ下部キャリッジの２つの当接点が筐体の底面または案内レールを押圧するように押圧ス
プリングで付勢している。この場合、下部キャリッジのみに牽引ワイヤを取付け、牽引ワ
イヤを駆動プーリで引張ることによって読取りユニットを移動させる。
【００１９】
したがって、本発明の画像読取装置では、原稿の読取り動作を行う場合、下部キャリッジ
に連結された牽引ワイヤによって副走査方向に牽引されて移動する際、上部キャリッジの
接点が常時原稿台に接しながら移動することとなる。このとき、読取りユニットの読取り
目線は原稿面に対して常に垂直に保たれ、しかも焦点距離が原稿台の厚みの精度のみにし
か影響されないので、ほとんど変動することはない。
【００２０】
これによって、読取りユニットの読取り目線の焦点距離及び原稿に対する垂直度が常時一
定に保たれるとともに、駆動系からの振動が読取りユニットに伝わらなくなるので、組立
て精度を高くすることなく、解像度の低下や振動によるワウフラッタの悪化を防止するこ
とが可能となる。
【００２１】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施例について図面を参照して説明する。図１は本発明の一実施例の断面
図であり、図２は図１のＡＡ線に沿う矢視方向の断面図であり、図３は本発明の一実施例
による画像読取装置の斜視図である。
【００２２】
これらの図において、本発明の一実施例による画像読取装置の読取りユニット１１は筐体
１０内に収容され、筐体１０に配設されかつ原稿１３を載置するための原稿台１２の下側
に配置されている。ここで、原稿台１２はガラス板等の透明な材質で形成されている。
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【００２３】
また、読取りユニット１１は上部キャリッジ１ａ，１ｂ（上部キャリッジ１ｂは図示せず
）及び下部キャリッジ３ａ，３ｂ（下部キャリッジ３ｂは図示せず）からなるキャリッジ
１４ａ，１４ｂによって保持されかつ副走査方向（矢印Ｘの方向）に移動される。
【００２４】
すなわち、読取りユニット１１は上部キャリッジ１ａ，１ｂによって保持され、この上部
キャリッジ１ａ，１ｂに連結された下部キャリッジ３ａ，３ｂによって副走査方向に移動
される。上部キャリッジ１ａ，１ｂには連結部材２ａ，２ｂ（連結部材２ｂは図示せず）
が取付けられており、この連結部材２ａ，２ｂを下部キャリッジ３ａ，３ｂに設けたＵ字
溝４ａ，４ｂ（Ｕ字溝４ｂは図示せず）に嵌合することで、上部キャリッジ１ａ，１ｂが
下部キャリッジ３ａ，３ｂに回動自在にかつ垂直方向（矢印Ｚの方向）に移動自在に連結
されている。尚、上部キャリッジ１ａ，１ｂの矢印Ｙの方向への移動は連結部材２ａ，２
ｂによって規制されている。
【００２５】
上部キャリッジ１ａ，１ｂ及び下部キャリッジ３ａ，３ｂには、読取りユニット１１の移
動方向の前後の位置で互いに予め設定された所定間隔となるように、つまり上部キャリッ
ジ１ａ，１ｂ及び下部キャリッジ３ａ，３ｂ各々の読取りユニット１１の移動方向に沿っ
た両端部に夫々高摺動部材５ａ～５ｈ（高摺動部材５ｅ～５ｈは図示せず）が取付けられ
ている。
【００２６】
高摺動部材５ａ，５ｂ，５ｅ，５ｆは夫々原稿台１２の裏面に当接され、高摺動部材５ｃ
，５ｄ，５ｇ，５ｈは夫々筐体１０の底面に当接されており、読取りユニット１１を原稿
台１２と筐体１０の底面との間で滑らから移動させるためのものである。これら高摺動部
材５ａ～５ｈは押圧スプリング６ａ～６ｄ（押圧スプリング６ｃ，６ｄは図示せず）によ
って夫々原稿台１２側及び筐体１０の底面側に付勢されている。
【００２７】
下部キャリッジ３ａ，３ｂには牽引ワイヤ８ａ，８ｂが取付けられている。牽引ワイヤ８
ａ，８ｂは夫々一端が下部キャリッジ３ａ，３ｂの一端に固定され、他端が駆動プーリ９
ａ～９ｄ（駆動プーリ９ｄは図示せず）及び張力調整バネ７ａ，７ｂ（張力調整バネ７ｂ
は図示せず）を介して下部キャリッジ３ａ，３ｂの他端に固定されている。つまり、牽引
ワイヤ８ａ，８ｂは張力調整バネ７ａ，７ｂによって一定の張力をもって駆動プーリ９ａ
～９ｄ間に張り渡されている。
【００２８】
駆動プーリ９ａ，９ｃは駆動軸１６に取付けられており、駆動軸１６は駆動部１７によっ
て回転駆動される。したがって、駆動部１７が駆動軸１６を回転駆動すると、駆動プーリ
９ａ，９ｃが回転して牽引ワイヤ８ａ，８ｂを引張り、下部キャリッジ３ａ，３ｂ、つま
り読取りユニット１１を牽引ワイヤ８ａ，８ｂが引張られる方向に移動させる。このとき
、下部キャリッジ３ａ，３ｂは筐体１０内に配設された案内レール１５ａ，１５ｂによっ
て案内される。尚、下部キャリッジ３ａ，３ｂの高摺動部材５ｃ，５ｄ，５ｇ，５ｈを夫
々案内レール１５ａ，１５ｂに当接させるようにすることも可能である。
【００２９】
上記のように構成された画像読取装置において、読取りユニット１１によって原稿１３の
読取り動作を行う場合、駆動部１７が駆動軸１６を回転駆動すると、駆動プーリ９ａ，９
ｃが回転して牽引ワイヤ８ａ，８ｂを引張るので、下部キャリッジ３ａ，３ｂは牽引ワイ
ヤ８ａ，８ｂが引張られる方向（矢印Ｘの方向）に移動する。このとき、筐体１０の下部
や案内レール１５ａ，１５ｂと原稿台１２との間（Ｂの間隔）の精度にバラツキがあって
も、押圧スプリング６ａ～６ｄによって上部キャリッジ１ａ，１ｂは常に原稿台１２に押
し付けられているので、読取り目線ａの焦点距離及び読取りユニット１１の原稿１３に対
する垂直度が常に一定に保たれる。
【００３０】
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また、上部キャリッジ１ａ，１ｂと下部キャリッジ３ａ，３ｂとの間に押圧スプリング６
ａ～６ｄが配置されているので、筐体１０から下部キャリッジ３ａ，３ｂに伝達される振
動や原稿台１２のたわみも押圧スプリング６ａ～６ｄで吸収することが可能となる。した
がって、駆動部１７の速度ムラ以外の要因で読取り目線ａがブレることがほとんどなくな
り、読取りユニット１１による読取り画質を向上させることができる。
【００３１】
これによって、読取りユニット１１の読取り目線ａの焦点距離及び原稿１３に対する垂直
度が常時一定に保たれるとともに、駆動部１７からの振動が読取りユニット１１に伝わら
なくなるので、組立て精度を高くすることなく、解像度の低下や振動によるワウフラッタ
の悪化を防止することが可能となる。
【００３２】
図４は本発明の他の実施例の断面図である。図において、本発明の他の実施例による画像
読取装置は読取りユニットの読取り素子１８をキャリッジに搭載せずに筐体１０内に固定
した以外は、本発明の一実施例と同様の構成となっている。
【００３３】
すなわち、読取りユニットの光源２０及び反射ミラー２１，２２を搭載する上部キャリッ
ジ１ａ及び下部キャリッジ３ａからなるキャリッジの構成を本発明の一実施例と同様の構
成としている。この場合、光源２０から照射された照射光は原稿台１２に載置された原稿
１３で反射し、その反射光は反射ミラー２１～２３で夫々反射され、レンズ１９を通して
読取り素子１８に入射される。
【００３４】
したがって、原稿１３に対する読取り目線ａの焦点距離及び原稿１３に対する垂直度が常
時一定に保たれるとともに、駆動部１７からの振動が光源２０及び反射ミラー２１，２２
に伝わらなくなるので、組立て精度を高くすることなく、解像度の低下や振動によるワウ
フラッタの悪化を防止することが可能となる。
【００３５】
このように、読取りユニット１１を保持しかつ移動するキャリッジ１４ａ，１４ｂを上部
キャリッジ１ａ，１ｂ及び下部キャリッジ３ａ，３ｂに分割し、これら上部キャリッジ１
ａ，１ｂ及び下部キャリッジ３ａ，３ｂ各々に互いに所定の間隔となるように２つずつの
高摺動部材５ａ～５ｈを設け、上部キャリッジ１ａ，１ｂの高摺動部材５ａ，５ｂ，５ｅ
，５ｆが原稿台１２を押圧しかつ下部キャリッジ３ａ，３ｂの高摺動部材５ｃ，５ｄ，５
ｇ，５ｈが筐体１０の底面または案内レール１５ａ，１５ｂを押圧するように押圧スプリ
ング６ａ～６ｄで付勢するとともに、下部キャリッジ３ａ，３ｂのみに牽引ワイヤ８ａ，
８ｂを取付け、牽引ワイヤ８ａ，８ｂを駆動プーリ９ａ～９ｄと駆動軸１６と駆動部１７
とにより引張ることによって、原稿１３の読取り動作を行う場合、下部キャリッジ３ａ，
３ｂに連結された牽引ワイヤ８ａ，８ｂによって副走査方向に牽引されて移動する際、上
部キャリッジ１ａ，１ｂの接点が常時原稿台１２に接しながら移動することとなる。
【００３６】
このとき、読取りユニット１１の読取り目線ａは原稿１３に対して常に垂直に保たれ、し
かも焦点距離が原稿台１２の厚みの精度のみにしか影響されないので、ほとんど変動する
ことはない。よって、読取りユニット１１の読取り目線ａの焦点距離及び原稿１３に対す
る垂直度が常時一定に保たれるとともに、駆動部１７からの振動が読取りユニット１１に
伝わらなくなるので、組立て精度を高くすることなく、解像度の低下や振動によるワウフ
ラッタの悪化を防止することができる。
【００３７】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、読取り対象の紙葉類を載置しかつ透明な部材からな
る原稿台と、原稿台に対して平行に移動しかつ紙葉類からの反射光を受光して紙葉類に描
画された内容を読取る読取りユニットとを筐体内に収容してなる画像読取装置において、
読取りユニットを保持する保持部材と、筐体の底部に配設されかつ前記読取りユニットの
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移動を案内する案内レールと、案内レールに沿って読取りユニットを移動させる移動部材
と、保持部材を移動部材に回動自在に連結する連結部材と、移動部材に配設されかつ連結
部材を原稿台の紙葉類の搭載面に対して略垂直方向に移動自在とする移動用溝と、読取り
ユニットの移動方向の前後の位置で互いに予め設定された所定間隔となるよう保持部材に
配設されかつ原稿台に当接する第１及び第２の当接部材と、読取りユニットの移動方向の
前後の位置で互いに予め設定された所定間隔となるよう移動部材に配設されかつ筐体の底
面及び前記案内レールのうちの一方に当接する第３及び第４の当接部材と、第１の当接部
材を原稿台に押圧しかつ第３の当接部材を筐体の底面及び案内レールのうちの一方に押圧
する第１の付勢部材と、第２の当接部材を原稿台に押圧しかつ第４の当接部材を筐体の底
面及び案内レールのうちの一方に押圧する第２の付勢部材とを備えることによって、組立
て精度を高くすることなく、解像度の低下や振動によるワウフラッタの悪化を防止するこ
とができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例の断面図である。
【図２】図１のＡＡ線に沿う矢視方向の断面図である。
【図３】本発明の一実施例による画像読取装置の斜視図である。
【図４】本発明の他の実施例の断面図である。
【図５】従来例の断面図である。
【図６】従来例の断面図である。
【図７】読取りユニットの構成を示す図である。
【符号の説明】
１ａ　上部キャリッジ
２ａ　連結部材
３ａ　下部キャリッジ
４ａ　Ｕ字溝
５ａ～５ｄ　高摺動部材
６ａ，６ｂ　押圧スプリング
７ａ　張力調整バネ
８ａ，８ｂ　牽引ワイヤ
９ａ～９ｃ　駆動プーリ
１０　筐体
１１　読取りユニット
１２　原稿台
１４ａ，１４ｂ　キャリッジ
１５ａ，１５ｂ　案内レール
１６　駆動軸
１７　駆動部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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